
《令和５年度ふるさと納税寄附金使途別充当事業》

6,292,000 教育活動推進費

≪事業目的≫
小・中学校の英語活動の推進、教育相談、特別な教育的支援を必要とする児童･生徒への対応等を行う
とともに、市内小中学生の親睦を図るための行事を実施する。

≪事業内容≫
①児童生徒に対し適切な教育を実施するため、英語支援講師や教育相談員を配置した。
②教職員の総合的な人間性を高めるため、学び続ける研修会等を実施した。
③ICT教育を進めるため、モバイルルータ活用やGIGAスクールサポーター業務を委託した。
④豊かな表現力と感性を育むため、劇団四季による演劇鑑賞を実施した。

≪事業成果≫
①医療行為等児童生徒の多様性に対応して適切な支援ができた。
②学び続ける研修会等を通して教職員の資質向上を図ることができた。
③GIGAスクールサポーター業務委託等を利用しGIGAスクール構想の推進ができた。
④新型コロナウイルス感染症の影響で４年ぶりの舞台芸術を実際に鑑賞できた。

70,000 青少年学習費

≪事業目的≫
地域で子どもを守り育てる取り組みを進めるため、青少年学習事業により、規律ある集団生活や様々
な体験活動を通して人間形成を成すよう各種事業を展開し、次世代を担う子どもたちが豊かな人間性
とたくましさを備える環境を構築することで、将来を担う人材の育成を図る。

≪事業内容≫
各種学習活動に係る企画、調整、事業を実施した。
①中学生ふるさと未来塾、②ボランティア体験活動、③地域文化体験教室、④小谷村地域間交流教室

≪事業成果≫
①中学生ふるさと未来塾では菊川東中１年生、菊川西中１年生、岳洋中２年生を対象に３回実施し
た。
②ボランティア体験活動では中高生を対象とし、前期６月～８月分、後期10月下旬～３月分の年２回
の情報提供を行い、延べ634人の申し込みを得た。
③地域文化体験教室では市内の小学生４年生以上を対象に、７月22日と８月５日の２日間、焼き雛づ
くり教室を開催し、９人が参加した。
④小谷村地域間交流教室では、12月23・24日の１泊２日の日程で市内小学生５・６年生４人が参加
した。

32,962,000 保育事業費（保育支援）

≪事業目的≫
教育・保育サービスを充実するため、保育事業（保育支援）により、保育サービスを実施する認可保
育所等に対し補助金交付等の支援を行うことで、保護者の就労と育児の両立の総合的な推進を図る。

≪事業内容≫
①認可保育所等に対する各種補助金の交付
②保育士等就業奨励金の交付

≪事業成果≫
・各種保育サービス及び整備等を実施する認可保育所等に対し補助した。
・新規に市内保育所等に就職した保育士等に対し奨励金を交付した。（13件、1,300,000円）

事業目的・事業内容

１「子どもがいきいき育つまち」寄附金 39,324,000

事業名ふるさと納税項目
ふるさと納税
決算額（円）

事業別ふるさと納税
充当額（円）


